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書

のか．人権擁護と環境保全は，いかなるコストを払

っても追及されるべきものなのか．アメリカ国内で

1960年代以降行われ，てきた社会政策は経済的イン

センティブが働かなかったために破綻したと一般的

に評価されているが，いかに理念に適つた政策であ

れ，経済的インセンティブを内在しない政策が国際

的な領域で成功するという保証はあるのか．現行の

世銀融資のように有償であれ，無償の贈与であれ，

資金取引において出し手の方が取り手より強い影響

力を持つことは世の道理である．著者は，世銀が借

手が一方的に望む条件で貸すべきであると言ってい

るのか，それとも，世銀が貸手や借手の利害関係か

ら独立して，人権擁護と環境保全という理念を両者

に一方的に押し付けるべきであると言っているのか．

「調整貸出」における緊縮財政，自由化，民営化など

の条件を国家主権を侵害するものとして批判してい

ながら，土地改革，所得再分配，軍事支出削減，民

主化など政治的主権を犯す条件は構わないのか．

　もちろん，評者はこれらの問題への解答を著者に

求めているわけではない．公的国際金融機関を巡る

問題は複雑で，単純な解答は見出だせないであろう．

本書は世界銀行の組織，政策，手続きに関する包括

的な入門書として価値あるものである．ただ評者は，

それ故に，世銀貸出の評価においても，著者にそれ

を人権主義や環境主義から一義的に批判するだけで

なく，多岐にわたる複雑な諸問題をバランスよく取

り扱ってもらいたかったと希望するのである．それ

によって，世銀貸出の抱える環境・人権問題に対す

る日本人読者の意識を高めるという著者の目的は決

して後退することはなく，むしろ反対に，真の問題

の所在を全体として理解させることによって，世銀

の存在意義や世銀への日本の貢献の在り方などに関

する議論の水準を上げることが期待できると思うか

らである．

　　　　　　　　　　　　　　　　［高木信二］
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